
主 管 SD□/FD□-001C-OPT(M)A用

評価ボード仕様書

頁

情報通信事業部 １／１２

１．適用

本仕様書は、SD□/FD□-001C-OPT(M)A用評価ボード に適用する。

本製品は、RoHS対応品です。

２．適用型名

  送信側SCコネクタタイプ：SDT-001C-OPT(M)A用評価ボード

  受信側SCコネクタタイプ：SDR-001C-OPT(M)A用評価ボード

    送信側FCコネクタタイプ：FDT-001C-OPT(M)A用評価ボード

受信側FCコネクタタイプ：FDR-001C-OPT(M)A用評価ボード

３．概要

本製品は、光モジュールSDT-001C-OPT(M)A、SDR-001C-OPT(M)A、FDT-001C-OPT(M)A、FDR-001C-OPT(M)A、

それぞれの性能を評価するための評価ボードである。

  光モジュールの仕様については、各光モジュールの仕様書を参照のこと。

４．主な仕様：(送信側)SDT-001C-OPT(M)A用評価ボード、FDT-001C-OPT(M)A用評価ボード

①絶対最大定格                           

項目 記号 定格 単位

電源電圧 Vcc 6 V

入力電圧 Vin +3.8 V

動作温度（※1） Topr -30～+85 ℃

保存温度（※1） Tstg -30～+85 ℃

※1:結露なきこと

②推奨動作条件

項目 記号 最小 標準 最大 単位

電源電圧 Vcc 3.3 5 5.25 Ｖ

高レベル入力電圧 VIH 2.1 － 3.3 Ｖ

低レベル入力電圧 VIL － － 0.9 Ｖ

DISABLE入力電圧
(注1)

DIS 0 － 0.4 Ｖ

   注1:DISABLE端子を0.4V以下にすることで、強制的にｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝします。

DISABLE機能有効中は、入力信号に電圧を印加しないでください。
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③電気・光学的特性

                              (Ta=20℃)

項目 記号 条件 最小 標準 最大 単位

ﾌｧｲﾊﾞ結合光出力

(光ﾊﾟﾜｰ)(※3)
Pf Ｖcc=5V、Vin=3.3Vdc -16 － －11.5 dBm

ﾋﾟｰｸ発光波長 λp － 880 － Nm

入力電流 Iin － － 20 μA

消費電流 Icc
Vcc=5V、Vin=3.3Vdc － － 100 mA

DISABLE機能有効時 － 0.01 mA

ﾊﾟﾙｽ幅変動量(※4) -10 － 0 ns

(ｼﾞｯﾀ量)(※4) -5 － +5 ns

伝送速度目安(※4) Duty±10% DC － 20M bps

伝送距離目安(※4) 0.3 － 3,000 m

重量 20g

サイズ
(SDT-001C-OPT(M)A用

評価ボード)

70.3mm(W)×50.3mm(D)×15.1mm(H)  (突起部除く)

サイズ
(FDT-001C-OPT(M)A用

評価ボード)

63.7mm(W)×50.3mm(D)×15.1mm(H)  (突起部除く)

※3:7項目参照。

※4:ﾏﾙﾁﾓｰﾄﾞ光ﾌｧｲﾊﾞ GI(50/125)、対向に光受信ﾓｼﾞｭｰﾙ SDR-001C-OPT(M)Aを使用、

最小受光感度-25dBm時。(8項目、10項目参照)。

④その他

項目 内容

適合光ﾌｧｲﾊﾞ ﾏﾙﾁﾓｰﾄﾞ光ﾌｧｲﾊﾞ GI(50/125)、GI(62.5/125)

適合光ｺﾈｸﾀ
SDT-001C-OPT(M)A用評価ボード SC型(JIS C 5973 F04)

FDT-001C-OPT(M)A用評価ボード FC(F01)型 (JIS C 5970)

５．主な仕様：(受信側)SDR-001C-OPT(M)A用評価ボード、FDR-001C-OPT(M)A用評価ボード

①絶対最大定格                           

項目 記号 定格 単位

電源電圧 Vcc 7 V

動作温度（※1） Topr -30～+70 ℃

保存温度（※1） Tstg -30～+85 ℃

※1:結露なきこと

②推奨動作条件

項目 記号 最小 標準 最大 単位

電源電圧 Vcc 4.75 5 5.25 Ｖ
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③電気・光学的特性

                              (Ta=20℃)

項目 記号 条件 最小 標準 最大 単位

最大受光感度 Pmax Vcc=5V、Vout=5.0Vdc -11 － － dBm

最小受光感度(※3) Pmin Vcc=5V、Vout=5.0Vdc － － -25 dBm

ﾋﾟｰｸ受光波長 λp － 880 － Nm

ﾊｲﾚﾍﾞﾙ出力電流 IOH － － 25 mA

ﾛｰﾚﾍﾞﾙ出力電流 IOL -25 － － mA

消費電流 Icc Vcc=5V、Vout=5.0Vdc － － 70 mA

ﾊｲﾚﾍﾞﾙ

出力電圧
VOH

IOH=-50μA、Vcc 5.0V 4.9 5.0 － V

IOH=-8mA、Vcc 5.0V 4.37 － － V

ﾛｰﾚﾍﾞﾙ

出力電圧
VOL

IOL=50μA、Vcc 5.0V － 0.0 0.12 V

IOL=8mA、Vcc 5.0V － － 0.4 V

ﾊﾟﾙｽ幅変動量(※4) -10 － 0 ns

(ｼﾞｯﾀ量)(※4) -5 － +5 ns

伝送速度目安(※4) Duty±10% DC － 20M bps

伝送距離目安(※4) 0.3 － 3,000 m

重量 20g

サイズ
(SDR-001C-OPT(M)A用評価

ボード)

70.3mm(W)×50.3mm(D)×15.1mm(H)  (突起部除く)

サイズ
(FDR-001C-OPT(M)A用評価

ボード)

63.7mm(W)×50.3mm(D)×15.1mm(H)  (突起部除く)

※3:7項目参照。

※4:ﾏﾙﾁﾓｰﾄﾞ光ﾌｧｲﾊﾞ GI(50/125)、対向に光送信ﾓｼﾞｭｰﾙ SDT-001C-OPT(M)Aを使用、

最小受光感度-25dBm時。(8項目、10項目参照)。

６．伝送距離について

  伝送距離は、製品の許容損失と光ﾌｧｲﾊﾞの損失量により決まります。

送信側(SDT-001C-OPT(M)A用評価ボードまたはFDT-001C-OPT(M)A用評価ボード)の

発光強度の最小値が-16dBm、

受信側(SDR-001C-OPT(M)A用評価ボードまたはFDR-001C-OPT(M)A用評価ボード)の

最小受光感度が-25dBmであるため、

許容損失(ﾊﾟﾜｰﾊﾞｼﾞｪｯﾄ)は、-16dBm-(-25dBm)=9dBとなります。

ﾏﾙﾁﾓｰﾄﾞ光ﾌｧｲﾊﾞ損失量を3dB/kmとすると、

最大伝送距離は、許容損失9dB÷光ﾌｧｲﾊﾞ損失3dB = 3kmとなります。

※中継ｱﾀﾞﾌﾟﾀやｺﾈｸﾀ等、光ﾌｧｲﾊﾞ以外の損失及びﾏｰｼﾞﾝは計算式に含まれておりません。

※実際に使用する光ﾌｧｲﾊﾞの損失によって、最大伝送距離は異なります。

  ※一般的なﾏﾙﾁﾓｰﾄﾞ光ﾌｧｲﾊﾞは、減衰量の増加と共にｼﾞｯﾀ量が増加するため、高速伝送時には注意

が必要です。本仕様では、ﾊﾟﾙｽ幅変動量とｼﾞｯﾀ量で規定しています。(10項参照))
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７．回路図：(送信側) SDT-001C-OPT(M)A用評価ボード、FDT-001C-OPT(M)A用評価ボード
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※1：あくまで参考回路例です。動作を保証するものではありません。

※2：電源ラインのノイズフィルタにつきましては、使用する信号の速度に合わせて

定数を決めてください。

※3：5VTTL信号を入力する場合には、レベル変換IC等を使用してください。

機器が破損する可能性があります。

※4：DISABLE機能使用中は、入力信号に電圧を印加しないでください。

機器が破損する可能性があります。
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８．回路図：(受信側) SDR-001C-OPT(M)A用評価ボード、FDR-001C-OPT(M)A用評価ボード
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※1：あくまで参考回路例です。動作を保証するものではありません。

※2：電源ラインのノイズフィルタにつきましては、使用する信号の速度に合わせて

定数を決めてください。
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９．DISABLE機能

１０．ジッタ量と伝送遅延 (代表値)  
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SDT-001C-OPT(M)A用評価ボード、またはFDT-001C-OPT(M)A用評価ボードのDIS端子をLoレベルに

することでDISABLE機能が有効となり、待機電力を大幅に下げることが可能となります。

ただし、DISABLE機能有効中は、入力信号に電圧を印加しないで下さい。

機器が破損する可能性があります。

DISABLE機能ON/OFF時、SDR-001C-OPT(M)Aの出力に遅延が発生します。(代表値)

ジッタ量は、SDR-001C-OPT(M)A またはFDR-001C-OPT(M)Aの最小受光感度が-25dBm時の性能です。

使用する光ファイバの性能によって異なります。

図中は、SDT-001C-OPT(M)A評価

ボード及び SDR-001C-OPT(M)A

評価ボード

FDT-001C-OPT(M)A評価ボード

及び FDR-001C-OPT(M)A 評価ボ

ードも共通。

図中は、SDT-001C-OPT(M)A評価

ボード及び SDR-001C-OPT(M)A

評価ボード

FDT-001C-OPT(M)A評価ボード

及び FDR-001C-OPT(M)A 評価ボ

ードも共通。
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１１．外形図(SDT-001C-OPT(M)A用評価ボード)
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１２．外形図(SDR-001C-OPT(M)A用評価ボード)
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１３．外形図(FDT-001C-OPT(M)A用評価ボード)
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１４．外形図(FDR-001C-OPT(M)A用評価ボード)

SD□/FD□-001C-OPT(M)A用評価ボード              2021年4月1日現在

㈱七星科学研究所



主 管 SD□/FD□-001C-OPT(M)A用

評価ボード仕様書

頁

情報通信事業部 １１／１２

１５．使用上の注意

①耐ﾉｲｽﾞ性

   光ﾌｧｲﾊﾞを使用することで耐ﾉｲｽﾞ性を向上されると考えがちです。

光ﾌｧｲﾊﾞ自体はﾉｲｽﾞの影響を基本的に受けませんが、光ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾘﾝｸは微小な信号を

取り扱っている為、比較的ﾉｲｽﾞの影響を受け易くなっています。

仕様環境によっては、耐ﾉｲｽﾞ性が不十分になる場合がございます。

ご使用の際にはあらかじめﾃｽﾄ等を行い、使用状況の確認することをお勧めします。

  ②最大定格

   本製品ご使用の際には最大定格を超えないようご注意ください。

   もし、最大定格を超えて使用した場合には、特性の劣化が起こることもあり、

最悪の場合、本製品が破損します。

  ③光ｺﾈｸﾀ保護ｷｬｯﾌﾟ

   使用しないときは、付属の光ｺﾈｸﾀ保護ｷｬｯﾌﾟを付けて下さい。

１６．記載事項の変更：お断り

本仕様は予告なく変更することがあります。最新の情報については弊社までお問合せ下さい。

１７．適用範囲

以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。

日本国外での取引および使用に関しては、当社営業担当者までご相談下さい。

１８．保証内容

①保障期間は、ご購入後またはご指定場所に納入後1年といたします。

②保証範囲は、上記保証期間中に当社側の責により当社商品に故障を生じた場合は、代替品の

  提供または故障品の修理対応を、製品の購入場所において無償で実施いたします。

  ただし、故障の原因が次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外いたします。

a) 本仕様書、ｶﾀﾛｸﾞ、取扱説明書またはﾏﾆｭｱﾙ(以下ｶﾀﾛｸﾞ等と記載)などに記載されている以

外の条件・環境・取扱いならびに誤使用による場合。

b) 当社商品以外の原因の場合

c) 当社以外による改造または修理による場合。

d) 当社商品本来の使い方以外の使用による場合。

e) 当社出荷当時の科学・技術の水準では予見できなかった場合。

f) その他、天災、災害など当社側の責ではない原因による場合。

なお、ここでの保証は、当社商品単体の保証を意味するもので、

当社商品の故障により誘発される損害は保証の対象から除かれるものとします。

g) 落下や衝撃等の外的要因による損傷の場合。

１９．責任の制限

当社商品に起因して生じた特別損害、間接損害、または消極損害に関しては、当社はいかなる場合も

責任を負いません。
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２０．適合用途の条件

①当社商品を他の商品と組み合わせて使用される場合、お客様が適合すべき規格・法規または

  規制をご確認ください。また、お客様が使用されているｼｽﾃﾑ、機械、装置への当社商品の適

合性は、お客様自身でご確認下さい。

②下記用途に使用される場合、当社営業担当者までご相談のうえ仕様書などにより、

ご確認いただくとともに、定格・性能に対し余裕を持った使い方や、

万一故障があっても危険を最小にする安全回路などの安全対策を講じてください。

a) 屋外用途、潜在的な化学汚染あるいは電気的妨害を被る用途またはカタログ等に記載の

ない条件や環境での使用

b) 原子力制御設備、焼却設備、鉄道・航空・車両設備、医用機械、娯楽機械、安全装置、

及び行政機関や個別業界の規制に伴う設備

c) 人命や財産に危険が及びうるｼｽﾃﾑ・機械・装置

e) ｶﾞｽ、水道、電気の供給ｼｽﾃﾑや24時間連続運転ｼｽﾃﾑなど高い信頼性が必要な設備

f) その他、上記a)～d)に準ずる、高度な安全性が必要とされる用途

③お客様が当社製品を人命や財産に重大な危険を及ぼすような用途に使用される場合には、

  ｼｽﾃﾑ全体として危険を知らせたり、冗長設計により必要な安全性を確保できるよう設計

  されていること、

および当社商品が全体の中で意図した用途に対して適切に配電・設置されていることを

必ず事前に確認してください。

④ｶﾀﾛｸﾞ等に記載されているｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ事例は参考用ですので、ご採用に際しては機器・装置の

機能や安全性をご確認のうえ、ご使用ください。

⑤当社商品が正しく使用されず、お客様または第三者に不測の損害が生じることがないよう、

  使用上の禁止事項および注意事項をすべてご理解のうえ尊守ください。

⑥ｶﾀﾛｸﾞ等に記載の各定格・性能値は、単独試験における値であり、各定格・性能値の複合条

件を同時に保証するものではありません。
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